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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも水溶性有機溶剤および水を含むインクジェット記録装置用洗浄液兼充填液であ
って、フッ素系界面活性剤と下記一般式（１）で表される化合物の少なくとも一種を含有
することを特徴とするインクジェット記録装置用洗浄液兼充填液。
　　ＨＯＲ１Ｒ３Ｃ－［ＣＨ２］ｎ－ＣＲ２Ｒ４ＯＨ　・・・一般式（１）
　（式中、Ｒ１およびＲ２は、独立に炭素原子３～６個を有するアルキル基の群から選択
され、Ｒ３およびＲ４は独立に、炭素原子１～２個を有するアルキル基であり、そしてｎ
は１～６の整数である。）
【請求項２】
前記一般式（１）で表される化合物が、２，４，７，９－テトラメチルデカン－４，７－
ジオール又は、２，５，８，１１－テトラメチルドデカン－５，８－ジオールであること
を特徴とする請求項１記載のインクジェット記録装置用洗浄液兼充填液。
【請求項３】
前記フッ素系界面活性剤が、下記一般式（２）乃至（５）のいずれかで表される化合物か
ら選択される少なくとも１種である請求項１又は２に記載のインクジェット記録装置用洗
浄液兼充填液。
　ＣｎＦ２ｎ＋１－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａ－Ｙ　・・・
一般式（２）
（式中ｎは２～６の整数を示し、ａは１５～５０の整数を示す。式中、Ｙは－ＣｂＨ２ｂ
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＋１（ｂは１１～１９の整数を示す）または－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－ＣｄＦ２ｄ＋

１（ｄは２～６の整数を示す））
　ＣＦ３ＣＦ２（ＣＦ２ＣＦ２）ｊ－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｋＨ　・・・一
般式（３）
（式中、前記一般式（３）中、ｊは０～１０を表し、ｋは０～４０の整数を表す。ｊとｋ
は同時に０にはならない）
【化１】

（式中、前記一般式（４）のＲｆはパーフルオロアルキル基を表す。ｍは６～２５の整数
を表し、ｎ及びｐは１～４の整数を表す。）
【化２】

（式中、前記一般式（５）中、Ｒｆはパーフルオロアルキル基を表す。Ｘ第４級アンモニ
ウム基；ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属；トリエチルアミン、トリエタノールア
ミンを表し、Ｙは－ＣＯＯ－、－ＳＯ３

－、－ＳＯ４
－、－ＰＯ４

－を表す。ｑは１～６
の整数を表す。）
【請求項４】
前記一般式（２）で表される化合物が、
Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２１－Ｃ１２Ｈ２５、
Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２５－Ｃ１２Ｈ２５、
Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２３－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）
ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９、
Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）３５－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）
ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９、
又は
Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）４５－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）
ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９

であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のインクジェット記録装置用洗
浄液兼充填液。
【請求項５】
前記水溶性有機溶剤が、温度２３℃、湿度８０％環境中の平衡水分量が３０ｗｔ％以上の
水溶性有機溶剤を少なくとも１種を含有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか
に記載のインクジェット記録装置用洗浄液。
【請求項６】
前記水溶性有機溶剤がグリセリンであることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記
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載のインクジェット記録装置用洗浄液兼充填液。
【請求項７】
請求項１乃至６のいずれかに記載のインクジェット記録用洗浄液兼充填液を容器中に収容
してなることを特徴とするインクカートリッジ。
【請求項８】
インク供給路にインクが充填されたインクジェット記録装置に対し、請求項１～６のいず
れかに記載のインクジェット記録装置用洗浄液兼充填液を通液して洗浄するインクジェッ
ト記録装置の洗浄方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録装置に用いるインクカートリッジの液体流路の洗浄液兼
充填液、この洗浄液兼充填液を収容したカートリッジ及びこの洗浄液兼充填液を用いるイ
ンクジェット記録装置の洗浄方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録装置は、通常、検査インク等での印字確認（吐出確認）を行った上
で出荷されるため、印字検査後の洗浄に使用される洗浄液としては、インク経路への濡れ
性・洗浄力が必要とされる。所望の濡れ性・洗浄性を確保する目的で、従来から界面活性
剤を添加した洗浄液が用いられてきた。
【０００３】
　しかし、従来の洗浄液では、界面活性剤を含有するために泡立ちやすく、洗浄時に泡に
よるトラブルが発生したり、出荷後の装置内に微量に残る洗浄液により、インクの初期充
填不良が発生するという問題があった。また界面活性剤の種類によっては、インク流路中
の部材を劣化させたり、金属部材を腐食させたり、更には、装置内に微量に残る印字検査
インクとの相溶性が悪く、吐出不良を起こすこともあった。またインクを吐出するヘッド
には通常撥インク処理がほどこされているが、これらの撥インク性を低下させる不具合も
あった。
【０００４】
　泡によるトラブルに関しては、起泡性の低い界面活性剤を使用する洗浄液も提案された
が、それらは濡れ性が不十分であったり、特に印字検査に顔料インクを使用する場合には
、洗浄性が不十分なものが多かった。
【０００５】
　特許文献１では特定の構造の構造を有するポリオキシアルキレンモノアルキルエーテル
を界面活性剤として含有する洗浄液を用いることで、かなり起泡性を抑えることができ、
検査インク等との相溶性も確保できるという点では優れたものであるが、洗浄効率という
点ではまだ十分でなく、また再充填されるインクによっては、抑泡性が不十分である場合
があるため、再充填性という観点では問題は解消できていない。またこの洗浄液組成では
金属部に微小な腐食が進行する可能性があり、ヘッドなどの耐久性の低下という問題が発
生する可能性がある。
【０００６】
　特許文献２には、液体の液滴を吐出する液体吐出装置用ヘッド装置の液体流路内に充填
する充填液にベンゾトリアゾール、またはベンゾトリアゾール誘導体を腐食溶出防止剤と
して含有させることにより、流体流路内の金属の腐食、溶出を抑制することが記載されて
いる。しかしながら、前記腐食溶出防止剤は固体であり、水分が蒸発した際には、析出し
てくる可能性があるため、再充填後の吐出安定性に問題が発生する場合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、泡立ちが少なく、濡れ性と洗浄性に優れる洗浄液兼充填液（以下単に「洗浄
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液」いう場合がある）を提供することを目的とする。また本発明は印字検査に顔料インク
が使用された場合にも、高い洗浄効率を確保でき、また装置内に洗浄液及び印字検査イン
クが微量に残った場合にも、インクを再充填した際に吐出不良を起こさないインクジェッ
ト記録装置用洗浄液を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
（１）少なくとも水溶性有機溶剤および水を含むインクジェット記録装置用洗浄液兼充填
液であって、フッ素系界面活性剤と下記一般式（１）で表される化合物の少なくとも一種
を含有することを特徴とするインクジェット記録装置用洗浄液兼充填液。
　ＨＯＲ１Ｒ３Ｃ－［ＣＨ２］ｎ－ＣＲ２Ｒ４ＯＨ　・・・一般式（１）
（式中、Ｒ１およびＲ２は、独立に炭素原子３～６個を有するアルキル基の群から選択さ
れ、Ｒ３およびＲ４は独立に、炭素原子１～２個を有するアルキル基であり、そしてｎは
１～６の整数である。）
（２）前記一般式（１）で表される化合物が、２，４，７，９－テトラメチルデカン－４
，７－ジオール又は、２，５，８，１１－テトラメチルドデカン－５，８－ジオールであ
ることを特徴とする（１）に記載のインクジェット記録装置用洗浄液兼充填液。
（３）前記フッ素系界面活性剤が、下記一般式（２）乃至（５）のいずれかで表される化
合物から選択される少なくとも１種である（１）又は（２）に記載のインクジェット記録
装置用洗浄液兼充填液。
　ＣｎＦ２ｎ＋１－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａ－Ｙ　・・・
一般式（２）
（式中ｎは２～６の整数を示し、ａは１５～５０の整数を示す。式中、Ｙは－ＣｂＨ２ｂ

＋１（ｂは１１～１９の整数を示す）または－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－ＣｄＦ２ｄ＋

１（ｄは２～６の整数を示す））
　ＣＦ３ＣＦ２（ＣＦ２ＣＦ２）ｊ－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｋＨ　・・・一
般式（３）
（式中、前記一般式（３）中、ｊは０～１０を表し、ｋは０～４０の整数を表す。ｊとｋ
は同時に０にはならない）

【化１】

（式中、前記一般式（４）のＲｆはパーフルオロアルキル基を表す。ｍは６～２５の整数
を表し、ｎ及びｐは１～４の整数を表す。）
【化２】

（式中、前記一般式（５）中、Ｒｆはパーフルオロアルキル基を表す。Ｘ第４級アンモニ
ウム基；ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属；トリエチルアミン、トリエタノールア
ミンを表し、Ｙは－ＣＯＯ－、－ＳＯ３

－、－ＳＯ４
－、－ＰＯ４

－を表す。ｑは１～６
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（４）前記一般式（２）で表される化合物が、
　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２１－Ｃ１２Ｈ２５、
　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２５－Ｃ１２Ｈ２５、
　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２３－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ
）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９、
　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）３５－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ
）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９、
又は
　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）４５－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ
）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９

であることを特徴とする（１）～（３）のいずれかに記載のインクジェット記録装置用洗
浄液兼充填液。
（５）前記水溶性有機溶剤が、温度２３℃、湿度８０％環境中の平衡水分量が３０ｗｔ％
以上の水溶性有機溶剤を少なくとも１種を含有することを特徴とする（１）～（４）のい
ずれかに記載のインクジェット記録装置用洗浄液。
（６）前記水溶性有機溶剤がグリセリンであることを特徴とする（１）～（５）のいずれ
かに記載のインクジェット記録装置用洗浄液兼充填液。
（７）（１）～（６）のいずれかに記載のインクジェット記録用洗浄液兼充填液を容器中
に収容してなることを特徴とするインクカートリッジ。
（８）インク供給路にインクが充填されたインクジェット記録装置に対し、（１）～（６
）のいずれかに記載のインクジェット記録装置用洗浄液兼充填液を通液して洗浄するイン
クジェット記録装置の洗浄方法。
【発明の効果】
【０００９】
　インクジェット記録装置用洗浄液として特定の構造を有する抑泡剤と、特定の構造を持
つフッ素系界面活性剤を併用することで、起泡性・抑泡性に優れた、高い洗浄効率と再充
填性を両立できる洗浄液を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明においては、インクジェット記録用洗浄液中にフッ素系界面活性剤と抑泡剤とし
ての下記一般式（１）で表される化合物とを含有させることが必要である。
　ＨＯＲ１Ｒ３Ｃ－［ＣＨ２］ｎ－ＣＲ２Ｒ４ＯＨ　・・・一般式（１）
（式中、Ｒ１およびＲ２は、独立に炭素原子３～６個を有するアルキル基の群から選択さ
れ、Ｒ３およびＲ４は独立に、炭素原子１～２個を有するアルキル基であり、そしてｎは
１～６の整数である。）
【００１１】
　フッ素系界面活性剤としては下記一般式（２）～（５）で表される化合物を挙げること
ができるが、これらに限定されるものではない。
　ＣｎＦ２ｎ＋１－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａ－Ｙ　・・・
一般式（２）
（式中、ｎは２～６の整数を示し、ａは１５～５０の整数を示す。式中、Ｙは－ＣｂＨ２

ｂ＋１（ｂは１１～１９の整数を示す）または－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－ＣｄＦ２ｄ

＋１（ｄは２～６の整数を示す））
　ＣＦ３ＣＦ２（ＣＦ２ＣＦ２）ｊ－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｋＨ　・・・一
般式（３）
（式中、ｊおよびｋは整数を表す。ｊとｋは同時に０にはならない）
【００１２】
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【化１】

（式中、Ｒｆはフッ素含有基を表す。ｍ、ｎ及びｐは整数を表す。）
【００１３】
【化２】

（式中、Ｒｆはフッ素含有基を表す。Ｘはカチオン基、Ｙはアニオン基を表す。ｑは整数
を表す。）
【００１４】
　洗浄液中に前記一般式（１）で表される化合物を単独で用いた場合には、洗浄性が不十
分であり、また、洗浄液中に前記一般式（２）、（３）、（４）、（５）で表される化合
物のようなフッ素系界面活性剤をそれぞれ単独で使用した場合には、泡の問題や検査イン
クあるいは再充填インク等との相溶性に問題が生じる場合がある。またインク流路の金属
部材を腐食させる可能性がある。一般式（１）で表される化合物（以下「抑泡剤」ともい
う）とフッ素系界面活性剤とを同時に含有させることで、両者の欠点を補うことができる
だけでなく、各々単独で使用していた場合には不十分であった装置内に残る微量のインク
中の色材成分との相溶性が確保される効果が生まれる。
【００１５】
　抑泡剤とフッ素系界面活性剤とを併用することにより次のような効果が奏される。
濡れ性の向上：洗浄液の表面張力が低下し、インク流路部材への洗浄液の濡れ性が向上し
て洗浄性が向上する。
　低起泡性・抑泡性：洗浄液が泡立たないことによって洗浄効率が向上する。
再充填効率向上：再充填効率が向上することにより、再充填後の吐出安定性が向上する。
色材成分との相溶性向上：色材成分との相溶性向上することによって再充填後の吐出安定
性が向上する。
【００１６】
＜洗浄液の組成＞
　洗浄液は少なくとも水、水溶性有機溶剤、フッ素系界面活性剤及び抑泡剤からなり、こ
れらの各成分を混合することによって調製することができる。
　以下に洗浄液を構成する各成分について説明する。
【００１７】
＜抑泡剤＞
　抑泡剤としては下記一般式（１）で表される化合物から選択される少なくとも１種類が
用いられる。
　ＨＯＲ１Ｒ３Ｃ－［ＣＨ２］ｎ－ＣＲ２Ｒ４ＯＨ　・・・一般式（１）
（式中、Ｒ１およびＲ２は、独立に炭素原子３～６個を有するアルキル基の群から選択さ
れ、Ｒ３およびＲ４は独立に、炭素原子１～２個を有するアルキル基であり、そしてｎは
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１～６の整数である）
　前記一般式（１）で表される化合物の好ましい例としては、２，４，７，９－テトラメ
チルデカン－４，７－ジオール及び２，５，８，１１－テトラメチルドデカン－５，８－
ジオールを挙げることができ、より好ましい例は２，５，８，１１－テトラメチルドデカ
ン－５，８－ジオールである。
【００１８】
　抑泡剤の洗浄液における含有量は、０．０１～１０質量％であることが好ましく、０．
１～５質量％がより好ましい。抑泡剤の含有量が０．０１質量％以上であることにより、
泡を抑える効果を充分に得ることができ、また、１０質量％以下であることにより粘度が
増加しすぎず吐出等に悪影響を及ぼすことがない。
【００１９】
＜フッ素系界面活性剤＞
　フッ素系界面活性剤としては、パーフルオロアルキル基を有するフッ素系界面活性剤が
用いられ、特に一般式（２）乃至（５）で表される化合物から選択される少なくとも１種
が好適に用いられる。
【００２０】
［一般式（２）で表される化合物］
　ＣｎＦ２ｎ＋１－ＣＨ２ＣＨ(ＯＨ)ＣＨ２－Ｏ－(ＣＨ２ＣＨ２Ｏ)ａ－Ｙ　・・・一般
式（２）
［式中、ｎは２～６の整数を示し、ａは１５～５０の整数を示す。式中、Ｙは－ＣｂＨ２

ｂ＋１（ｂは１１～１９の整数を示す）又は－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－ＣｄＦ２ｄ＋

１（ｄは２～６の整数を示す）を示す］
【００２１】
　前記一般式（２）で表される化合物の好ましい例としては以下の化合物を挙げることが
できる。
　ａ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２１－Ｃ１２Ｈ２

５

　ｂ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２５－Ｃ１２Ｈ２

５

　ｃ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）３０－Ｃ１２Ｈ２

５

　ｄ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２０－Ｃ１４Ｈ２

９

　ｅ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）３０－Ｃ１４Ｈ２

９

　ｆ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２３－Ｃ１６Ｈ３

３

　ｇ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２０－Ｃ１６Ｈ３

３

　ｈ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２５－Ｃ１６Ｈ３

３

　ｉ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）３０－Ｃ１６Ｈ３

３

　ｊ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）４０－Ｃ１６Ｈ３

３

　ｋ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２０－Ｃ１８Ｈ３

７

　ｌ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）３０－Ｃ１８Ｈ３

７

　ｍ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）４０－Ｃ１８Ｈ３
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７

　ｎ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２３－ＣＨ２ＣＨ
（ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９

　ｏ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）３５ＣＨ２ＣＨ（
ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９

　ｐ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）４５－ＣＨ２ＣＨ
（ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９

　また、より好ましいのは以下の化合物である。
　ａ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２１－Ｃ１２Ｈ２

５

　ｂ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２５－Ｃ１２Ｈ２

５

　ｎ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２３－ＣＨ２ＣＨ
（ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９、　
　ｏ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）３５ＣＨ２ＣＨ（
ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９

　ｐ）　Ｃ４Ｆ９－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）４５－ＣＨ２ＣＨ
（ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９

【００２２】
［一般式（３）で表される化合物］
　ＣＦ３ＣＦ２（ＣＦ２ＣＦ２)ｊ－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ(ＣＨ２ＣＨ２Ｏ)ｋＨ　・・・一般
式（３）
（式中、前記一般式（３）のｊ及びｋは整数を表し、ｊは０～１０が好ましく、ｋは０～
４０が好ましい。ｊとｋは同時に０にはならない）
　前記一般式（３）で表されるフッ素系界面活性剤としては、市販品を用いることができ
、例えば、サーフロンＳ－１１１、Ｓ－１１２、Ｓ－１１３、Ｓ－１２１、Ｓ－１３１、
Ｓ－１３２、Ｓ－１４１、Ｓ－１４５（いずれも旭硝子株式会社製）；フルラードＦＣ－
９３、ＦＣ－９５、ＦＣ－９８、ＦＣ－１２９、ＦＣ－１３５、ＦＣ－１７０Ｃ、ＦＣ－
４３０、ＦＣ－４３１、ＦＣ－４４３０（いずれも住友スリーエム株式会社製）；メガフ
ァックＦ－４７０、Ｆ－１４０５、Ｆ－４７４（いずれも大日本インク化学工業株式会社
製）；ゾニールＦＳ－３００、ＦＳＮ、ＦＳＮ－１００、ＦＳＯ（いずれもデュポン社製
）；エフトップＥＦ－３５１、ＥＦ－３５２、ＥＦ－８０１、ＥＦ－８０２（いずれもジ
ェムコ社製）などが挙げられる。これらの中でも、信頼性と発色向上に関して良好なゾニ
ールＦＳ－３００、ＦＳＮ、ＦＳＮ－１００、ＦＳＯ（いずれもデュポン社製）が特に好
適である。これら市販品は、数種類の分子量を持つ化合物の混合物であり前記一般式（３
）において、ｊ及びｋが分布を有しているということである場合が多いが、本発明の効果
は問題なく認められる。
【００２３】
［一般式（４）で表される化合物］
【化１】

［式中、前記一般式（４）のＲｆはフッ素含有基を表す。ｍは６～２５の整数を表し、ｎ
及びｐは１～４の整数を表す。］
【００２４】
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　前記一般式（４）において、Ｒｆは特にパーフルオロアルキル基が好ましい。　
　前記パーフルオロアルキル基としては、炭素数が１～１０のものが好ましく、１～３の
ものがより好ましく、例えば、－ＣｎＦ２ｎ－１（ただし、ｎは１～１０の整数を表す。
）などが挙げられ、例えば、－ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＦ３、－Ｃ３Ｆ７、－Ｃ４Ｆ９、など
が挙げられ、これらの中でも、－ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＦ３が特に好ましい。　
ｍ、ｎ、及びｐは、整数を表し、ｎは１～４、ｍは６～２５、ｐは１～４が好ましい。
【００２５】
［一般式（５）で表される化合物］
【化２】

［式中、前記一般式（５）のＲｆはパーフルオロアルキル基を表す。Ｘは第４級アンモニ
ウム基：ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属：トリエチルアミン、トリエタノールア
ミンを表し、Ｙは－ＣＯＯ－、－ＳＯ３

－、－ＳＯ４
－、－ＰＯ４

－を表す。ｑは１～６
の整数を表す。］
【００２６】
　前記一般式（５）において、Ｒｆは上記一般式（４）について示したと同様のパーフル
オロアルキル基が好ましく、例えば、－ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＦ３、－Ｃ３Ｆ７、－Ｃ４Ｆ

９などが好適に挙げられる。
　Ｘはカチオン基を表し、例えば、第４級アンモニウム基；ナトリウム、カリウム等のア
ルカリ金属；トリエチルアミン、トリエタノールアミン、などが挙げられ、これらの中で
も第４級アンモニウム基が特に好ましい。
　Ｙはアニオン基を表し、例えば、－ＣＯＯ－、－ＳＯ３

－、－ＳＯ４
－、－ＰＯ４

－、
などが挙げられる。　
　ｑは、整数を表し、例えば、１～６が好ましい。　
【００２７】
　前記一般式（４）及び前記一般式（５）から選択される少なくとも１種のフッ素系界面
活性剤としては、特に下記一般式（４－１）及び下記一般式（５－１）で表される化合物
は、環境に対する安全性が米国環境保護庁から認可を受けており、安全性の面からも好適
なものである。また、これらの中でも、特に前記一般式（４－１）で表されるフッ素系界
面活性剤は、起泡性が非常に低く泡立ちにくいという特徴を有している。
【００２８】

【化３】

（一般式（４－１）中、Ｒｆ′は－ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＦ３を表す。ｎは１～４、ｍは６
～２５、ｐは１～４である。）
【００２９】
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【化４】

 （一般式（５－１）中、Ｒｆ′は－ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＦ３を表す。ｑは１～６である
。）
【００３０】
　フッ素系界面活性剤の添加量は０．０１～１０質量％であることが好ましく、より好ま
しくは０．０３～５質量％である。０．０１質量％以上であることにより、充分な濡れ性
を確保することができ、また色材成分との相溶性も良好となる。また１０質量％以下であ
ることにより、溶解安定性が良好であり、また泡による問題を生じることがない。
【００３１】
　本発明のインクジェット用洗浄液および充填液には、前記一般式（２）、前記一般式（
３）、一般式（４）及び前記一般式（５）から選択される少なくとも１種のフッ素系界面
活性剤の１種を単独で使用してもよく、又は２種以上を併用することもできる。更に、そ
の他のフッ素系界面活性剤、ノニオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤、両性界面活
性剤、アセチレングリコール系界面活性剤などを併用することもできる。
【００３２】
＜水溶性有機溶剤＞
　本発明における水溶性有機溶剤としては、例えば、多価アルコール類、多価アルコール
アルキルエーテル類、多価アルコールアリールエーテル類、含窒素複素環化合物、アミド
類、アミン類、含硫黄化合物類、プロピレンカーボネート、炭酸エチレンが挙げられる。
　これらの水溶性有機溶剤は、洗浄液兼充填液の水分が蒸発して平衡状態に達した場合に
も、水溶性有機溶剤が多量の水分を保持することにより、洗浄液、充填液に流動性を付与
する。中でも平衡水分量の高い水溶性有機溶剤が好ましく、洗浄液兼充填液中の水分が蒸
発して平衡状態に達した場合にも、水溶性有機溶剤が多量の水分を保持し、極端な粘度上
昇を抑えることができる。ここで、平衡水分量の高い水溶性有機溶剤とは、温度２３℃、
湿度８０％環境中の平衡水分量が３０質量％以上、好ましくは４０質量％以上であるもの
を言う（以後、水溶性有機溶剤Ａと言う）。平衡水分量の上限は特にないが、汎用される
溶剤の中ではグリセリンが最も高く、実測値で４６質量％前後である。
【００３３】
　このような水溶性有機溶剤Ａを用いることで、インクの水分が蒸発して水分平衡に達し
た場合においても、水溶性有機溶剤Ａが多量の水分を保持して粘度上昇を防ぐことができ
る。
　なお、平衡水分量とは、水溶性有機溶剤と水との混合物を一定温度、湿度の空気中に開
放して、溶液中の水の蒸発と空気中の水のインクへの吸収が平衡状態になったときの水分
量を言う。具体的には、平衡水分量は、塩化カリウム飽和水溶液を用いデシケーター内の
温湿度を温度２３±１℃、湿度８０±３％に保ち、このデシケーター内に各水溶性有機溶
剤を１ｇずつ秤量したシャーレを質量変化がなくなるまでの期間保管し、次の式により求
めることができる。
【００３４】
【数１】
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【００３５】
　以上の点から本実施形態で好適に用いられる水溶性有機溶剤Ａとしては、温度２３℃、
湿度８０％環境中の平衡水分量が３０ｗｔ％以上の多価アルコール類が挙げられる。この
ような水溶性有機溶剤Ａの具体例としては、１，２，３－ブタントリオール（ｂｐ１７５
℃／３３ｈＰａ、３８ｗｔ％）、１，２，４－ブタントリオール（ｂｐ１９０－１９１℃
／２４ｈＰａ、４１ｗｔ％）、グリセリン（ｂｐ２９０℃、４９ｗｔ％）、ジグリセリン
（ｂｐ２７０℃／２０ｈＰａ、３８ｗｔ％）、トリエチレングリコール（ｂｐ２８５℃、
３９ｗｔ％）、テトラエチレングリコール（ｂｐ３２４－３３０℃、３７ｗｔ％）、ジエ
チレングリコール（ｂｐ２４５℃、４３ｗｔ％）、１，３－ブタンジオール（ｂｐ２０３
－２０４℃、３５ｗｔ％）等が挙げられる。この中でもグリセリン、１，３－ブタンジオ
ールは水分を含んだ場合に低粘度化することや顔料分散体が凝集せず安定に保てるなどの
理由により特に好適に用いられる。上記水溶性有機溶剤Ａを水溶性有機溶剤剤全体の５０
ｗｔ％以上用いた場合、吐出安定性確保やインク吐出装置の維持装置での廃インク固着防
止に優れるため好ましい。
【００３６】
　本発明の洗浄液兼充填液は、水溶性有機溶剤Ａ以外にも、必要に応じて前記の水溶性有
機溶剤Ａの一部に代えて、または前記の水溶性有機溶剤Ａに加えて、２３℃、８０％での
平衡水分量が３０ｗｔ％未満の水溶性有機溶剤（以後水溶性有機溶剤Ｂと言う）を併用す
ることができる。このような水溶性有機溶剤Ｂとしては、例えば、多価アルコール類、多
価アルコールアルキルエーテル類、多価アルコールアリールエーテル類、含窒素複素環化
合物、アミド類、アミン類、含硫黄化合物類、プロピレンカーボネート、炭酸エチレン、
その他の湿潤剤、などが挙げられる。
【００３７】
　水溶性有機溶剤Ｂの多価アルコール類の具体例としては、例えば、ジプロピレングリコ
ール（ｂｐ２３２℃）、１，５－ペンタンジオール（ｂｐ２４２℃）、３－メチル－１，
３－ブタンジオール（ｂｐ２０３℃）、プロピレングリコール（ｂｐ１８７℃）、２－メ
チル－２，４－ペンタンジオール（ｂｐ１９７℃）、エチレングリコール（ｂｐ１９６－
１９８℃）、トリプロピレングリコール（ｂｐ２６７℃）、ヘキシレングリコール（ｂｐ
１９７℃）、ポリエチレングリコール（粘調液体～固体）、ポリプロピレングリコール（
ｂｐ１８７℃）、１，６－ヘキサンジオール（ｂｐ２５３－２６０℃）、１，２，６－ヘ
キサントリオール（ｂｐ１７８℃）、トリメチロールエタン（固体、ｍｐ１９９－２０１
℃）、トリメチロールプロパン（固体、ｍｐ６１℃）などが挙げられる。
【００３８】
　前記多価アルコールアルキルエーテル類としては、例えば、エチレングリコールモノエ
チルエーテル（ｂｐ１３５℃）、エチレングリコールモノブチルエーテル（ｂｐ１７１℃
）、ジエチレングリコールモノメチルエーテル（ｂｐ１９４℃）、ジエチレングリコール
モノエチルエーテル（ｂｐ１９７℃）、ジエチレングリコールモノブチルエーテル（ｂｐ
２３１℃）、エチレングリコールモノ－２－エチルヘキシルエーテル（ｂｐ２２９℃）、
プロピレングリコールモノエチルエーテル（ｂｐ１３２℃）などが挙げられる。前記多価
アルコールアリールエーテル類としては、例えば、エチレングリコールモノフェニルエー
テル（ｂｐ２３７℃）、エチレングリコールモノベンジルエーテルなどが挙げられる。
【００３９】
　前記含窒素複素環化合物としては、例えば、２－ピロリドン（ｂｐ２５０℃、ｍｐ２５
．５℃、４７－４８ｗｔ％）、Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ｂｐ２０２℃）、１，３－
ジメチル－２－イミダゾリジノン（ｂｐ２２６℃）、ε－カプロラクタム（ｂｐ２７０℃
）、γ－ブチロラクトン（ｂｐ２０４－２０５℃）などが挙げられる。
前記アミド類としては、例えば、ホルムアミド（ｂｐ２１０℃）、Ｎ－メチルホルムアミ
ド（ｂｐ１９９－２０１℃）、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（ｂｐ１５３℃）、Ｎ，Ｎ
－ジエチルホルムアミド（ｂｐ１７６－１７７℃）などが挙げられる。
前記アミン類としては、例えば、モノエタノールアミン（ｂｐ１７０℃）、ジエタノール
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アミン（ｂｐ２６８℃）、トリエタノールアミン（ｂｐ３６０℃）、Ｎ，Ｎ－ジメチルモ
ノエタノールアミン（ｂｐ１３９℃）、Ｎ－メチルジエタノールアミン（ｂｐ２４３℃）
、Ｎ－メチルエタノールアミン（ｂｐ１５９℃）、Ｎ－フェニルエタノールアミン（ｂｐ
２８２－２８７℃）、３－アミノプロピルジエチルアミン（ｂｐ１６９℃）などが挙げら
れる。
　前記含硫黄化合物類としては、例えば、ジメチルスルホキシド（ｂｐ１３９℃）、スル
ホラン（ｂｐ２８５℃）、チオジグリコール（ｂｐ２８２℃）などが挙げられる。
【００４０】
　洗浄液としては、インクジェット記録装置のインク流路を洗浄し、インクを押し流す機
能が必要とされる。インク流路の洗浄にはインクと混合置換しながらインク成分をインク
流路から剥離させることが求められる。このとき洗浄液によってインク流路部材を劣化さ
せないことが求められている。
　また洗浄後の状態を完全に洗浄液に置換されている状態にするには、多量の液と時間を
要するため効率が悪い。そこで一定の濃度までインクが混合してもインクジェット記録装
置の記録品質を保つようにする必要がある。洗浄液がインクと合っていないと洗浄液中に
残存したインクが凝集してインクジェットヘッドのノズルやフィルターに吸着し、吐出不
良や抵抗の増加を引き起こす。そのためインクと洗浄液が混合した状態でも液物性が安定
することが求められる。
　さらに洗浄性やインクとの混合性を満たすことで、新たにインクを充填するときに再充
填性を確保することが可能となる。
【００４１】
　洗浄液兼充填液における前記フッ素系界面活性剤の含有量は、固形分で０．０１～５質
量％が好ましく、０．１～５質量％がより好ましい。０．０１質量％未満では、泡を抑え
る効果が得られないことがあり、５質量％を超えると、粘度が増加し、発泡性の抑制効果
低下によるヘッド内での気泡による吐出性等に悪影響がある。
【００４２】
　一般に、洗浄液兼充填液全体に占める水溶性有機溶剤の割合は２０～６０質量％が好ま
しく、より好ましくは３０～５０質量％である。水溶性有機溶剤量が少ないと洗浄液の水
分保持力が低下し保管時の乾燥が進みやすい。また水溶性有機溶剤が多すぎると、インク
の粘度が高くなり、ヘッドへの充填性の低下やインクの可燃性が向上する。
　しかし水溶性有機溶剤の特性によっては保湿力や有機性などが大きく変わる。特にグリ
セリンは保湿性が高く親水性の高い溶剤として知られている。そのため乾燥による顔料分
散体の分散破壊を抑制する面で効果がある。しかし樹脂微粒子に水不溶性又は難溶性の色
材を含有させた着色樹脂微粒子を用いた場合、グリセリンの比率が高くなりすぎると分散
安定状態が悪化する。
【００４３】
　このような分散安定状態の悪化の明確な理由は判っていないが、分散溶媒の有機性によ
って樹脂が膨潤することに起因すると推測される。樹脂微粒子は色材と分散溶媒との両方
に親和性を持っているが、インクに用いられる有機溶剤に対する耐性を高めるように設計
されている。インクに用いられる水溶性有機溶剤は浸透性機能を付与する点から若干親油
性が高い溶剤が用いられるため、これらの溶剤に耐え得るように樹脂設計を行っている。
グリセリンの比率が上昇すると親水性が向上し、分散溶媒の親水性が上昇する。そのため
樹脂の耐性と異なる分散溶媒となり、樹脂への親和性が向上し樹脂が分散媒に対して膨潤
しやすくなり、分散安定性が低下すると考えられる。
　樹脂微粒子に水不溶性又は難溶性の色材を含有させた着色樹脂微粒子を色材とするイン
クとグリセリンとを併用する場合には、その添加量は２０質量％未満であることが望まし
い。２０質量％以上であると洗浄液兼充填液の有機性が低下しすぎるため好ましくない。
【００４４】
　洗浄液兼充填液に加えることができるその他の添加剤としては、防腐防黴剤、キレート
剤、防錆剤、ｐＨ調整剤、浸透剤等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
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防腐防黴剤としては、例えば、デヒドロ酢酸ナトリウム、ソルビン酸ナトリウム、２－ピ
リジンチオール－１－オキサイドナトリウム、安息香酸ナトリウム、ペンタクロロフェノ
ールナトリウム等が挙げられる。
　キレート剤としては、例えば、エチレンジアミン四酢酸ナトリウム、ニトリロ三酢酸ナ
トリウム、ヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢酸ナトリウム、ジエチレントリアミン
五酢酸ナトリウム、ウラミル二酢酸ナトリウム等が挙げられる。
防錆剤としては、例えば、酸性亜硫酸塩、チオ硫酸ナトリウム、チオジグリコール酸アン
モン、ジイソプロピルアンモニウムニトライト、四硝酸ペンタエリスリトール、ジシクロ
ヘキシルアンモニウムニトライト、ベンゾトリアゾール等が挙げられる。
【００４５】
　ｐＨ調整剤としては、調合される洗浄液兼充填液に悪影響を及ぼさず、さらにインクジ
ェット記録装置のインク流路にダメージを与えないものであり、ｐＨを所望の値に調整で
きるものであれば、任意の物質を使用することができる。
　例えば、塩基性に調整するときにはアミン類、アルカリ金属水酸化物、第四級化合物水
酸化物、アルカリ金属炭酸塩が、酸性に調整するときは無機酸、有機酸が挙げられる。
具体的には、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン等のアミン、水酸化リチウム、
水酸化ナトリウム、水酸化カリウム等のアルカリ金属元素の水酸化物、水酸化アンモニウ
ム、第４級アンモニウム水酸化物、第４級ホスホニウム水酸化物、炭酸リチウム、炭酸ナ
トリウム、炭酸カリウム等のアルカリ金属の炭酸塩等が挙げられる。
【００４６】
　また、塩酸、硫酸、硝酸、リン酸、ホウ酸などの無機酸及び硫酸アンモニウム、リン酸
アンモニウムなどの一価の弱カチオンと形成する塩、酢酸、蓚酸、乳酸、サリチル酸、安
息香酸、グルクロン酸、アスコルビン酸、アルギニン酸、システイン、シュウ酸、フマル
酸、マレイン酸、マロン酸、リシン、リンゴ酸、クエン酸、グリシン、グルタミン酸、コ
ハク酸、酒石酸、フタル酸、ピロリドンカルボン酸、ピロンカルボン酸、ピロールカルボ
ン酸、フランカルボン酸、ピリジンカルボン酸、クマリン酸、チオフェンカルボン酸、ニ
コチン酸、カルボラン酸、又はこれらの化合物の誘導体などの有機酸が挙げられる。
これらのｐＨ調整剤は上記の化合物に限定されるものではない。また、インクのｐＨ変動
に応じた特性に合わせて最適のｐＫａのものを適宜用いればよく、１種を単独で使用して
もよいし、２種以上を併用しても、バッファー剤を併用してもよい。
【００４７】
　浸透剤は界面活性剤や有機溶剤による浸透性を補うために必要に応じて添加する。
　浸透剤としては、２０℃の水に対する溶解度が０．２～５．０質量％のポリオールの少
なくとも１種を含有することが望ましい。
　このようなポリオールのうち、脂肪族ジオールとしては、２－エチル－２－メチル－１
，３－プロパンジオール、３，３－ジメチル－１，２－ブタンジオール、２，２－ジエチ
ル－１，３－プロパンジオール、２－メチル－２－プロピル－１，３－プロパンジオール
、２，４－ジメチル－２，４－ペンタンジオール、２，５－ジメチル－２，５－ヘキサン
ジオール、５－ヘキセン－１，２－ジオール、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、
２,２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールなどが挙げられる。
これらの中でも望ましいのは、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、２，２，４－ト
リメチル－１，３－ペンタンジオールである。
【００４８】
　その他の併用できる浸透剤として、ジエチレングリコールモノフェニルエーテル、エチ
レングリコールモノフェニルエーテル、エチレングリコールモノアリルエーテル、ジエチ
レングリコールモノフェニルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、プロ
ピレングリコールモノブチルエーテル、テトラエチレングリコールクロロフェニルエーテ
ル等の多価アルコールのアルキル及びアリールエーテル類、エタノール等の低級アルコー
ル類などが挙げられるが、洗浄液中に溶解し、所望の物性に調整できるものであれば、こ
れらに限らない。
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　浸透剤の添加量は４．０質量％以下とすることが望ましい。添加量が４．０質量％より
も多いと被洗浄対象のインクの顔料分散体の分散安定性が損なわれ、分散体の凝集が引き
起こされたり、またインク流路部材への浸透性が必要以上に高くなり、部材への浸食や接
着剤の膨潤、溶出などの接液問題を引き起こす。
【実施例】
【００４９】
　以下、実施例及び比較例を示すが、本発明はこれらの実施例により限定されるものでは
ない。
【００５０】
［実施例１～９］
　表１に示す各成分を下記の洗浄液の調製方法により調製して実施例１～９の洗浄液を得
た。
＜洗浄液の調製＞
　表１の実施例１～９、及び表２の比較例１～３の各欄に示す各成分を用い、まずｐＨ調
整剤、界面活性剤、及び水を混合し均一に溶解させ、次いで水溶性有機溶剤を混合し一時
間攪拌を行って均一に混合した。この混合液を０．８μｍセルロースアセテートメンブラ
ンフィルターで加圧濾過し、粗大粒子やごみを除去して各洗浄液兼充填液を得た。なお、
表中の成分割合を示す数値は質量％である。また、用いた界面活性剤の種類を表３に示す
。
　表中の成分割合を示す数値は質量％である。
【００５１】
［比較例１～３］
　実施例と同様にして、表２に示す各成分を用いて比較例１～３の洗浄液を調製した。
表中の成分割合を示す数値は質量％である。
【００５２】
＜顔料インクの調製＞
　上記で調製した実施例及び比較例の洗浄液を評価するための洗浄液評価用インクを以下
のようにして調製した。
【００５３】
－ポリマー溶液の調製－
　機械式攪拌機、温度計、窒素ガス導入管、還流管及び滴下ロートを備えた１Ｌのフラス
コ内を充分に窒素ガス置換した後、スチレン１１．２ｇ、アクリル酸２．８ｇ、ラウリル
メタクリレート１２．０ｇ、ポリエチレングリコールメタクリレート４．０ｇ、スチレン
マクロマー４．０ｇ及びメルカプトエタノール０．４ｇ、メチルエチルケトン４０ｇを混
合し、６５℃に昇温した。
　次にスチレン１００．８ｇ、アクリル酸２５．２ｇ、ラウリルメタクリレート１０８．
０ｇ、ポリエチレングリコールメタクリレート３６．０ｇ、ヒドロキシルエチルメタクリ
レート６０．０ｇ、スチレンマクロマー３６．０ｇ、メルカプトエタノール３．６ｇ、ア
ゾビスメチルバレロニトリル２．４ｇ及びメチルエチルケトン３４２ｇの混合溶液を２．
５時間かけて、フラスコ内に滴下した。滴下後、アゾビスメチルバレロニトリル０．８ｇ
及びメチルエチルケトン１８ｇの混合溶液を０．５時間かけて、フラスコ内に滴下した。
６５℃で１時間熟成した後、アゾビスメチルバレロニトリル０．８ｇを添加し、更に１時
間熟成した。　反応終了後、濃度が５０質量％のポリマー溶液８００ｇを得た。
【００５４】
－イエロー顔料含有ポリマー微粒子水分散体の調製－
　前記ポリマー溶液２８ｇとＣ．Ｉ．ピグメントイエロー７４を２６ｇ、１ｍｏｌ／Ｌの
水酸化カリウム水溶液１３．６ｇ、メチルエチルケトン２０ｇ及びイオン交換水１３．６
ｇを十分に攪拌した後、ロールミルを用いて混練した。
　得られたペーストを純水２００ｇに投入し、充分に攪拌した後、エバポレータ用いてメ
チルエチルケトン及び水を留去し、顔料１５質量％含有、固形分２０質量％のイエロー顔
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料含有ポリマー微粒子の水分散体を得た。
【００５５】
　－イエロー顔料インクの調製－
　イエロー顔料インクの調製は以下の手順で行った。
まず１，３－ブタンジオール１５質量％、グリセリン１５質量％、ＯＭＮＯＶＡ製ポリフ
ォックスＰＦ－１５１Ｎ　１質量％、オクタンジオール２質量％を混合し一時間攪拌を行
い均一に混合する。この混合液に対して前記イエロー顔料含有ポリマー微粒子水分散体４
０質量％を添加し、合計１００質量％となるように残量の水を添加し、一時間撹拌した。
その後０．８μセルロースアセテートメンブランフィルターにて加圧濾過し、粗大粒子を
除去し評価インクとした。
【００５６】
－マゼンタ顔料含有ポリマー微粒子水分散体の調製－
　前記ポリマー溶液１７．５ｇとＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を３２．５ｇ、１ｍｏ
ｌ／Ｌの水酸化カリウム水溶液８．５ｇ、メチルエチルケトン１３ｇ及びイオン交換水１
３．６ｇを十分に攪拌した後、ロールミルを用いて混練した。
　得られたペーストを純水２００ｇに投入し、充分に攪拌した後、エバポレータ用いてメ
チルエチルケトン及び水を留去し、顔料１５質量％含有、固形分２０質量％のマゼンタ顔
料含有ポリマー微粒子の水分散体を得た。
【００５７】
－マゼンタ顔料インクの調製－
　マゼンタ顔料インクの調製は以下の手順で行った。
まず３－メチル－１，３－ブタンジオール１５質量％、グリセリン１５質量％、Ｄｕｐｏ
ｎｔ製Ｚｏｎｙｌ　ＦＳＯ－１００　０．５質量％、１，２－ヘキサンジオール１質量％
を混合し一時間攪拌を行い均一に混合する。この混合液に対して前記マゼンタ顔料含有ポ
リマー微粒子水分散体４０質量％を添加し、合計１００質量％となるように残量の水を添
加し、一時間撹拌した。その後０．８μセルロースアセテートメンブランフィルターにて
加圧濾過し、粗大粒子を除去し評価インクとした。
【００５８】
－シアン顔料含有ポリマー微粒子水分散体の調製－
　色材をＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３に変えたほかはイエロー顔料含有ポリマー微
粒子水分散体の調整と同様にして、シアン顔料含有ポリマー微粒子の水分散体を得た。
【００５９】
　－シアン顔料インクの調製－
　シアン顔料インクの調製は以下の手順で行った。まず１，３－ブタンジオール１５質量
％、グリセリン１５質量％、ＯＭＮＯＶＡ製ポリフォックスＰＦ－１５１Ｎ　１質量％、
オクタンジオール２質量％を混合し一時間攪拌を行い均一に混合する。この混合液に対し
て前記イエロー顔料含有ポリマー微粒子水分散体４０質量％を添加し、合計１００質量％
となるように残量の水を添加し、一時間撹拌した。その後０．８μセルロースアセテート
メンブランフィルターにて加圧濾過し、粗大粒子を除去し評価インクとした。
【００６０】
―ブラック顔料インクの調製－
　ＫＭ－９０３６（東洋インキ、自己分散型顔料）　　　　　　　　　　　５０質量％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量％
　１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５質量％
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　２質量％
　２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２質量％
　日信化学工業社製　オルフィン１０１０　　　　　　　　　　　　　　　　１質量％
　シリコーン消泡剤ＫＳ５０８（信越化学）　　　　　　　　　　　　　０．１質量％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
上記処方のインク組成物を作製し、室温にて充分に攪拌した後、平均孔径１．５μｍのメ
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ンブレンフィルターにて濾過を行ない、評価インクとした。
【００６１】
［評価］
　実施例及び比較例の洗浄液及び上記で調製したインクを用いて以下の評価を行った。
　なお、４色全てのインクについて評価を行い、評価結果が一番悪い色の評価結果に基づ
いて評価した。
【００６２】
＜評価１：洗浄液の起泡性・消泡性評価＞
作製した洗浄液を１００ｍｌのメスシリンダーに１０ｍｌ入れ、１０℃の環境下で該洗浄
液に空気を注入した。そして、該洗浄液と起泡の体積合計が１００ｍｌになった時点、も
しくは６０秒経過した時点で空気の注入を停止した。
空気の注入から空気の注入停止までの時間を起泡時間とし、空気の注入を停止した時点か
ら該洗浄液と気泡の合計体積が２０ｍｌになるまでの時間を計測して、消泡時間として以
下の基準で気泡性及び消泡性を評価した。
起泡性・消泡性の結果の悪い方を泡立ちの評価結果とした。
（起泡性評価基準）
　　◎：起泡時間が６０秒以上（泡がたたない場合も含む）
　　○：起泡時間が４０秒以上、６０秒未満
　　△：起泡時間が２０秒以上、４０秒未満
　　×：起泡時間が２０秒未満
（消泡性評価基準）
　　◎：消泡時間が１００秒未満
　　○：消泡時間が１００秒以上、２００秒未満
　　△：消泡時間が２００秒以上、４００秒未満
　　×：消泡時間が４００秒以上
【００６３】
＜評価２：洗浄液の洗浄性評価＞
　インクジェットプリンター（ＩＰＳＩＯ　ＧＸ３０００、株式会社リコー製）に上記各
色評価インクを充填したカートリッジを取り付け、上記充填を行い、ノズルチェックパタ
ーンを印字し、ノズル抜けが無いことを確認した。
　その後、洗浄液を充填したカートリッジを全カートリッジの代わりに取り付け、ヘッド
リフレッシング動作を６回実施した。その後プリンターの維持ユニットを動作させ、各ヘ
ッドから４．５ｃｃ吸引しては再び充填する動作を３回繰り返して実施し、最後に各ヘッ
ドから吸引した液について、吸光度の測定を行った。各色のλＭａｘの波長における吸光
度から顔料濃度を算出し、それを下記基準にしたがって洗浄性を判断した。
（洗浄性評価基準）
　　◎：インクの吸光度の０．５％未満
　　○：インクの吸光度の０．５％以上、１％未満
　　△：インクの吸光度の１％以上、２％未満
　　×：インクの吸光度の２％以上
【００６４】
＜評価３：相溶性評価＞
　洗浄液９７ｇとインク３ｇをそれぞれ混合し、９０℃の恒温槽中に８時間放置した。
　その後取り出し、２時間静置し、液の状態を目視で観察して、洗浄液とインクとの相溶
性を評価した。判断は下記基準にて行った。
（相溶性評価基準）
　　◎：分離が全く見られない
　　○：わずかに濃淡が観察される
　　△：色材の沈殿がわずかに認められる
　　×：色材が沈殿している
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＜評価４：再充填性評価＞
　評価２で洗浄した後のインクジェットプリンター（ＩＰＳＩＯ　ＧＸ３０００、株式会
社リコー製）を４０℃の恒温槽中に２４時間放置し、上記評価インクを充填したインクカ
ートリッジを取り付け、初期充填動作を実施させた。その後ノズルチェックパターンを印
字し、充填動作後にヘッドリフレッシング動作を繰り返し、ノズルチェックにて吐出不良
（ノズルの不吐出や吐出曲がり＝画像に対する白筋や黒筋が目立つ状態）が無くなるまで
のヘッドリフレッシング回数にて再充填性の評価を行った。（最大８回まで）
（再充填性評価基準）
　　◎：ヘッドリフレッシング１回以下
　　○：ヘッドリフレッシング２回～３回
　　△：ヘッドリフレッシング３回～４回
　　×：ヘッドリフレッシング５回以上必要、もしくは回復不能
【００６６】
　上記の評価１～４についての評価結果を表１に示す。
評価２～４については、各色の評価結果で悪い方を評価結果とした。
また、実施例及び比較例で用いたフッ素系界面活性剤及び界面活性剤の説明を表３に記載
した。
【００６７】
【表１】

【００６８】
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【表２】

【００６９】
【表３】

【００７０】
　表１に示されているように、実施例１～６は抑泡剤および活性剤の添加量が最適な範囲
内にあり、良好な結果が得られた。
　実施例７と９は抑泡剤および活性剤の添加量が実施例１～６に比べて多いか又は少ない
ため、泡立ち性、洗浄性、相溶性、再充填性が実施例１～６に比べて若干劣る。
　比較例１、２は界面活性剤を本願発明で規定するものとは異なるものを添加したもので
、いずれも実施例のものと比べると評価結果が劣るものとなっている。
　また、比較例３は抑泡剤を添加していないため、泡立ち、再充填性ともに実施例のもの
と比べると評価結果が劣るものとなっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７１】
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